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1925 年 5 月 30 日、上海で紡績工場の労働者達が
日本の経営者に対して街頭デモをやった時、イギ
リスの軍隊が無差別にデモ隊に発砲して、たくさ
んの中国人が死んだんですね。それに対する反発
が全国に広がる。これがナショナリズムのきっか
けだと思います。その後蒋介石さらには毛沢東が
政権を握っていく上でも、中国の人達がそういう
ナショナリズムを感じたのでしょう。今度のオリ
ンピックをめぐる、あるいはチベットをめぐる中
でも、中国の人達が中園、中国と呼んで、いますけ
れども、その一番のナショナリズムのベースはこ
の時のものだろうというふうに思われます。軍閥
の人達が戦争をやって領域をいろいろ拡大してい
しその中を旅行しましたから、そういう記録が
いっぱい出てくる。整理すると当時のある時点で
の軍閥がどのぐらいの範囲を持っていたかがよく
分かります。これはそういうような軍闘がどんな
近代化を遂げたかという状況を示したものです。
ちょっと時聞がないので省きます。近代銀行が古
い銀行からどういうふうに改変していったかとい
うようなのも作ることができます。
今度はいよいよ満洲です。清朝政府は長いこと
漢民族を満洲へ入れなかったんですけれども、ロ
シアが 19 世紀の半ば頃から南下してくるので、
清朝政府が部分的に漢民族の入植を認めていく
わけです。 1920 年代に入りますと猛烈な勢いで
漢民族が入ってくる。最初は出稼ぎなんです。春
に入って冬に帰ってくるんですけれども、それが
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やがて定着化していきます。今度はその 10 年後
に日本の満蒙開拓国が一斉に送り込まれます。ど
の港から送り込まれていったか、そういうのが全
部分かるんです。なぜかと言うと書院の人達はお
金がありませんから船で行く時みんなデッキパツ
センジヤ｝で、雨が降ると漏れてしまう。そこに
中国人の人達もたくさんいるから、中国人の動き
もよく観察できて、こういう記録ができるわけで
す。これは漢民族の人達がどんなふうに動いてい
るか、何月に満州へ入ったり満州から出たりして
いるのかを年次別に示したものです。大速から上
陸した人はどの辺まで行くんだろう。どの辺まで
入植しているだろう、という点を見ますと、ほと
んど南のほうが多いんですね。やがて日本の入植
団が北のほうへ入っていき、少し対抗関係ができ
たりしていく。ある意味住み分けはしていたんで
すけれども、土地の買収の仕方とかそういうとこ
ろに幾っか問題があったようです。
以上を通しますと、中国が 1930 年までずっと
来て、そのうち一部にところは資本主義的なもの
が入ってきたことを示しますけれども、戦争で
消えて共産中国が成立していきますとスポンと切
れてしまった。文化大革命もあって 1980 年から
改革開放が進んで、やがて資本主義がガーッとは
いってきた。その元はと言うとここの 1930 年へ
接続しなくちゃいけないのですね。そういう意味
でも現在の中国を理解する上で、当時書院の人達
が記載した中国の状況をきちんと本質的な問題と
して把握しておくことが基本で、その点で書院の
記録はもっと評価されていいだろうというふうに
思っています。
そういうのを受けまして現在愛知大学は先ほ
ど学長が言ったように、文学部を始め各学部にわ
たって中国研究が行なわれて、現代中国学部と
か、大学院の中国研究科ができていますし、文学
部の中でも東洋史やら中国文学やら東洋哲学やら
があったりします。中国が全てというわけではあ
りませんが、そういうものを継承して東E同文書
院のシステムが愛知大学の中にかなり入っていま
す。ちょっとそこまでは今日はお話しできません
が、こんな形で今日の愛知大学に引き継がれてい
るというわけです。
津軽が生んだ山田良政・純三郎兄弟をめぐって
ということで、少し急ぎましたが私の発表を終
わらせていただきます。あとでまた質問などして
いただければありがたいと思います。どうもあり
がとうございました。
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